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３年『私』 

――登場人物の設定の仕方を捉えることをとおして，文章に表れているものの見方や考え方について考える―－ 

 

○単元・教材の目標とポイント  

【単元・教材の目標】 

・難語句の意味を調べ，文章の内容理解に役立てている。〔知識及び技能〕(1)イ 

・三人の登場人物の人物像や個人データに対する考え方を比較して，個人データに対する自分

の考えをまとめている。〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読むこと(1)イ 

【単元・教材のポイント】  

本教材は，情報としての個人，存在としての個人に対する考え方がそれぞれ違う「女性」「司

書」「私」の３人について，特徴的な人物像をもちながら描かれている。作品の中心となってい

るのが「データ」である。昨今のさまざまな社会問題の中に，この「データ」に問題があること

は自明のことで，作品の内容的にも現代の中学校３年生が読むにふさわしいものとなっている。

情報としての個人に対する，３人の登場人物それぞれの考え方や行動を読み取り，整理して捉え

ることが内容の理解に不可欠である。  

そこで，単元の課題を「登場人物の考え方に関して自分の意見を書こう」とし，人物紹介文を

書くことと，登場人物の考え方に対する自分の意見を書くことの二つを言語活動として位置づけ

た。人物紹介文を書くことは，新学習指導要領の第２学年〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ読む

こと(1)アの「文章全体と部分との関係に注意しながら，主張と例示との関係や登場人物の設定の

仕方などを捉えること。」により，２年時に理解したことと結びつけて指導した。これにより，

登場人物の人物像や考え方をおさえ，最終ゴールである自分の意見を書くことへとつながるよう

にした。また，自分の意見を書くことで，新学習指導要領の第３学年〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｃ読むこと(1)イの「文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方につ

いて考えること。」を指導した。登場人物の考え方に対して自分はどう考えるかということである。 

この二つの言語活動の過程で，生徒は文章を俯瞰しながら分析的に読んだり，場面や状況，人

物を具体的にイメージして，文章の内容をいっそう深く捉えられたりすると考えた。 

〈言語活動のポイント〉 

・２年時に学習した教材『走れメロス』をもとに，人物紹介文のモデルと登場人物の考え方に

対して自分の考えをもつことのモデルを示し，学習のゴールをイメージさせる。  

・「３人の登場人物の人物像や個人データに対する考え方を人物紹介文にまとめる」という目

的をもった読みをさせる。 

・人物紹介文を書くための材料（プロフィールや性格，考えなど）集めは，思考ツール（ベン

図）による協働的な活動をとおして可視化する。 

・３人の登場人物のものの考え方を比較し，自分の考えを 200 字以内で書く。 

 

○評価規準 

知識・技能 思考力，判断力，表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・難語句の意味を調べ，文

章の内容理解に役立て

ている。 

 

・３人の登場人物の人物像や個人

データに対する考え方を比較

して，個人データに対する自分

の考えをまとめている。 

Ｃ読むこと 

・文章をもとに，人物紹介文

や自分の考えをまとめて書

こうとしている。 
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○学習指導計画（全４時） 

時数 学習活動 評価基準 

１ ○単元の課題をつかみ，解決のモデルを分析する。 

○文章を読んで，難語句を調べる。 

◇課題解決のモデルを分析し

ようとしている。 

◇文章の内容を理解しようと

難語句を調べている。 

２ ○人物紹介文を書くために必要な３人の登場人物のプ

ロフィールや性格，「個人データ」に対する考え方

などを集めるために文章を読み，それを付箋に書

く。 

◇３人の登場人物の人物像や

考え方を読み取って，付箋に

書いている。 

３ ○前時に個で付箋に書いたものを持ち寄って適否を話

し合い，人物紹介文を書く。 

◇３人の登場人物の人物像や

考え方を，人物紹介文にまと

めて書いている。 

４ ○３人の登場人物の「個人データ」や「情報」に対す

る考え方をもとに，自分の意見を書く。 

○単元の振り返りを書く。 

◇「個人データ」や「情報」に

対する自分の意見を書いて

いる。 

 

○本時の展開（３／４時） 

【ねらい】 

・「女性」「司書」「私」それぞれの人物像や個人データに関する考え方を持ち寄り，小集団

で適否を話し合うことをとおして，３人の人物の紹介文を書く。 

【本時の展開例】 

学習活動 指導の留意点 ◇評価基準 

１ 単元の課題，学習の流れ，身に

つける国語の力を確認する。 

・「登場人物の考え方に対する自

分の意見を書こう」です。 

・今日は人物紹介文を書きます。 

・文章を読んで，自分の意見をも

つ力をつけます。 

２ 本時の課題を確認する。 

 

登場人物の人物像や考え方を 

にふれた人物紹介文を書こう。 

 

 

３ 前時に個人で書いた３人の登場

人物のプロフィール，性格，「個

人データ」への考え方について，

グループで発表し，ベン図にまと

める。 

(1)個人でもっている付箋をベン

図に貼りながら発表し合う。 

(2)発表後，適否を話し合う。 

○前時に個人でまとめた付

箋を持ち寄って小集団で

話し合うことをとおし

て，次時の「自分の意見

文」をまとめる学習につ

ながることを意識させ

る。 

○課題確認後，本時の学習

の流れを簡潔に説明す

る。 

①小集団で話し合う。 

②人物紹介文を書く。 

③振り返りをする。 

○付箋は人物ごとに３種類

に分ける。 

○文章中の根拠をもとに発

表や話合いをさせる。 

○それぞれの登場人物のプ

ロフィールや性格，考え

方について，適切と考え

られるものには，印をつ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇文章を根拠にしなが

ら，３人の登場人物の

プロフィールや性格，

「個人データ」への考

え方を発表し，適否を

話し合っている。 
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【「私」の例】 

・市役所勤務だ。 

・５年連続で「模範的な市民対

応」で表彰された。 

・几帳面で頭の回転が速い。 

・相手をどう満足させるかだけ

を考えている。 

・「個人データ」が二重になっ

ても，片方が残れば問題ない

からもう片方は消されても構

わないという考え。 

・「個人データ」がなくなるこ

とは，存在がなくなることに

なるということに気づく。 

４ 話し合ったことをもとに，人 

物紹介文を書く。 

【「私」の例】 

市役所に勤め，「模範とされる

市民対応」で５年連続で表彰され

ている，市民対応のプロ。几帳面

で，頭の回転が速い。その対応は

問題の解決よりも，相手をいかに

満足させるかによるものである。 

二重になった個人データのどち

らかがあればそれでよいと考えて

いるが，どちらもなくなることは

存在がなくなることになるのでは

と思っている。 

５ 自分の人物紹介文を読み直し

て，今日新たに気づいた部分や修

正したところにラインを引く。 

けさせる。 

○３人の登場人物が個人デ

ータと関わっている物

語であることに気づか

せ，それぞれがどう考え

ているかに焦点を当て

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合った結果（ベン図） 

を見ながら，モデル文を

参考にしてまとめさせ

る。 

○プロフィールや性格，「個 

人データ」への考え方の

三つを入れることをおさ

える。 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習の振り返りを 

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇話し合ったことと文章

をもとに，人物紹介文

を書いている。 

 

○授業の成果と課題 

本時の授業は，研究授業で行った。参観者からあがった成果としては「文章全体を読まないと

解決できない課題だった。」「ベン図と付箋によって学習が可視化され，効率的に登場人物の人

物像が類型化された。」「ティーチングではなく，ラーニングの授業だった。」というものがあ

った。４時間めの単元の振り返りでは，生徒から「話合いで自分にはなかった考えがわかった。」

という協働への前向きな考えが出たり，「便利は不便」「名前などの個人データは，親とか届け

た人の思いがつまっているものもある。」など，文章に表れているものの見方や考え方について，

よく考えられた意見が出されたりした。 

課題としては，参観者から「ベン図の必要性，意義，価値について。ベン図を使うなら重なっ

た部分を考えさせるべきではないか。」，「人物紹介文に相手意識をもたせるとよい。」という

ものがあがった。また，授業者としては，４時間めの自分の意見を書く段階で，「個人データ」

や「情報」についての予備知識が少ない生徒に対して，一方的な個別指導の時間が多くなってし

まい，もっと生徒が主体的に学ぶ方法があったのではないかと反省している。  
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○参考 

・《登場人物の考え方に対して自分の考えをもつことのモデルとして提示した文章》 

メロスの「信じられているから走るのだ。まにあう，まにあわぬは問題ではないのだ。」に

注目しました。この部分から，人から信じられることへの喜びと，その期待に応えることに

こだわるメロスの考え方がわかります。また，結果の問題ではなく，自分がどうしようとし

たかが大事だというメロスの考え方もわかります。結果を気にしすぎず，そのとき，そのと

きを一生懸命にやることは大切だと思いました。 

・《生徒が書いた「女性」の人物紹介文》  

督促状のことで役所に来庁した人。感情を表に出しやすく，心配性である。二重になった自

分の「個人データ」の一つを消されたことで，自分の存在も消されたと思っている。個人デ

ータ＝自分自身だと思っている。 

・《生徒が書いた自分の意見》 

「私」は二つある「個人データ」の片方を消されても何とも思っていないことから，「個人

データ」のことをただのデータでしかないと思っています。でもその考え方は違うと思いま

す。外面が同じものが二つあるように見えても，片方は誰かの思いがつまっているもの，も

う片方は何かのミスでできたものだからです。だから，「個人データ」をただのデータでし

かないと思うのは違うと思います。 

・《話し合い後のベン図の例》 

 

 

 

 

 


